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　　　 細胞膜構成脂肪酸 に よ る枯草菌 の 溶菌誘導
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【目的 】自己溶解酵 素 の 作用や プ ロ フ ァ
ー ジの 誘導で 知 られ るよ うに

、 細菌に はい

くつ か の 溶 菌機構 が存在 す る 。 溶 菌は 細菌 の 増殖 、 分化に おい て 重要 な役 割 を担 っ

て お り、 ミキ ソ バ クテ リア の 子 実体形成や枯草菌の 胞子形成遅延 に お け る溶菌現象

は栄養供 給 を 目的 と した 例 と して 報告 が な され て い る。演者 らは これ ま で に枯草菌

が低酸素分圧 下に お い て 細胞 壁 を 欠 く形態変化 を 引き 起 こ し 、 溶菌に至 る現象に つ

い て 報告 を行 っ て きた 。 本機構誘 導 に おける分 岐鎖 α 一ケ ト酸脱水 素酵素複合体の 発

現亢進 に つ い て 考察を進 め た と こ ろ、そ の 最終産物で 、本菌の 細胞膜 を構成する分

岐鎖脂肪酸 2 種 が低濃度 にて 自身の 溶菌 を誘導す る結果が 得 られ た の で 、 その 報告

を行 う。

【方 法】LB 、
　 CI培地 にお け る枯草菌 168 株の 液体培養 に 、 細胞膜 を構成 す る脂肪酸

5 種 をそれ ぞれ添加 し、増殖 へ の 影響 を調 べ た。添加 に よ り溶菌が 観察 され た培養 に

おい て 、添加前後 の 菌体な らび に培養 上清 をサ ン プ リン グ し、SDS −PAGE に よる タ

ンパ ク質の 発 現 比 較 を行 うとともに 、細胞壁成 分 を基 質 と した ザ イモ グ ラフ ィ
ー

に

よ り溶菌酵素の 存在 を調 べ た
。

【結 果 と考 察】枯草菌の 主要脂肪 酸 で あ る 12一メ チル テ トラデ カ ン 酸 （12−MTA ） な

らびに 13一メチル テ トラデカ ン 酸 （13−MTA ）は 5−IO　pt　g！ml （約 20−40 μ M ）の 濃度に

て本菌の 溶菌を誘導 した 。

一
方 、 炭素鎖が これ らよ り 2 長 い

、 本 菌マ イ ナ ー脂肪酸

の 14一メ チ ル ヘ キ サデカ ン 酸 な らび に 15一メチ ル ヘ キサ デカ ン 酸 に つ い て は 同濃度 に

お ける溶菌誘導は認 め られ なか っ た 。 12−MTA 添加 に よ る濃縮ライ セ ー ト中に は発現

上昇 が見 られ る タン パ ク 質がい くつ か 存在 したが 、ザイモ グラ フ ィ
ー

に おい て 顕著

な細胞壁溶解活性を示 す新規バ ン ドは検出 され なか っ た 。 12−MTA な らび に 13−MTA

に よ る溶菌誘導は セ レ ウス 菌 （Bacillus　 cereus ）に つ い て も同様の 結果が得 られて お

り、 現在 、 他 の 細菌にお ける細胞増殖 へ の 作用な らびに 枯草菌にお ける溶菌機構に

つ い て 解析 を進め て い る 。
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